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新
緑
が
目
に
鮮
や
か
な
ᵧ
す
が
す
が
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
ᵨ
平
素
よ
り
ᵧ
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
ᵧ
関
係
各
位

に
は
当
法
人
に
対
し
ま
し
て
ᵧ
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
ᵨ 

さ
て
ᵧ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ᶝ
以
下
ᵭ
コ
ロ
ナ
ᵮ
と
い
う
ᶞ
の
感
染
拡
大
か
ら
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
ᵨ

未
だ
収
束
を
み
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
ᵧ
５
月
か
ら
第
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
が
決
ま
り
ᵧ
コ
ロ
ナ
と
の
付
き
合

い
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
ᵨ
少
し
ず
つ
生
活
が
見
直
さ
れ
よ
う
と
す
る
中
ᵧ
私
た
ち
は
ᵭ
コ
ロ
ナ
禍
が

何
を
も
た
ら
し
た
の
か
？
ᵮ
に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ᵨ
こ
の
間
ᵧ
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
優

先
さ
れ
ᵭ
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
仕
方
な
い
ᵮ
と
い
ᵻ
た
言
葉
で
ᵧ
事
象
を
一
律
に
捉
え
ᵧ
支
援
の
マ
ニ
ᶇ
ア
ル
化
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
ᵨ
し
か
し
ᵧ
そ
こ
に
大
き
な
問
題
が
隠
れ
て
お
り
ᵧ
収
容
ᵧ
隔
離
が
何
の
議
論
も
な
く
行
わ
れ
ᵧ
い
わ

ば
ᵭ
人
権
侵
害
ᵮ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
生
ん
で
し
ま
ᵻ
た
こ
と
も
決
し
て
否
定
で
き
ま
せ
ん
ᵨ
も
ち
ろ
ん
ᵧ

感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
の
重
要
性
・
有
益
性
は
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
す
ᵨ
た
だ
ᵧ
そ
の
対
応
が
支
援
の
マ
ニ
ᶇ
ア
ル
化

に
よ
ᵻ
て
ᵭ
思
考
停
止
ᵮ
に
陥
り
ᵧ
無
意
識
の
う
ち
に
ᵭ
人
権
侵
害
ᵮ
を
受
け
入
れ
て
い
た
と
し
た
ら
ᵧ
そ
れ
こ
そ
が

大
き
な
問
題
で
す
ᵨ
コ
ロ
ナ
禍
は
ᵧ
こ
う
し
た
有
事
に
お
け
る
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
や
課
題
ᵧ
そ
し
て
弱
さ
を
も
浮

き
彫
り
に
し
た
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
ᵨ
私
た
ち
は
ᵧ
コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
ᵧ
改
め
て
ᵭ
人
権
ᵮ
の
尊
さ
と
ᵧ
そ
の
原
点

に
立
ᵻ
た
実
践
ᵧ
運
動
ᵧ
経
営
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
ᵨ 

社
会
情
勢
の
混
乱
の
要
因
は
ᵧ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ᵨ
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら

一
年
が
経
過
し
ᵧ
今
や
欧
米
を
中
心
と
す
る
代
理
戦
争
と
も
い
わ
れ
ᵧ
状
況
は
悪
化
し
続
け
て
い
ま
す
ᵨ
今
な
お
ᵧ
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
続
け
て
い
る
大
義
な
き
こ
の
戦
争
を
ᵧ
一
刻
も
早
く
終
わ
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ᵨ
そ
の
思

い
を
強
く
し
て
い
る
最
中
ᵧ
日
本
の
防
衛
費
の
大
幅
な
増
額
と
ᵧ
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
の
増
税
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
ᵨ
近
隣
諸
国
や
他
国
の
軍
事
力
の
強
化
・
脅
威
を
鑑
み
て
ᵧ
日
本
の
防
衛
力
を
強
化
す
る
た
め
に
ᵧ
今
後
ᵧ
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
二
％
ᶝ
約
十
一
兆
円
ᶞ
の
予
算
を
確
保
す
る
と
の
こ
と
で
す
ᵨ
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
が
始
め
た
戦
争
等
の
影
響
に
よ

り
ᵧ
国
内
で
は
失
業
・
廃
業
・
倒
産
が
後
を
絶
た
ず
ᵧ
生
活
面
で
も
物
価
・
水
光
熱
費
等
の
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
家
計

状
況
で
ᵧ
目
の
前
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
ᵨ
そ
の
中
で
の
増
税
は
命
に
も
関
わ
る
問
題
で
す
ᵨ
ロ
シ
ア
が
核
兵

器
の
使
用
を
公
言
す
る
中
ᵧ
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ᵧ
防
衛
費
増
額
に
よ
り
近
隣
諸
国
ᵧ
他
国
へ
恐
怖
心
を
煽
る

の
で
は
な
く
ᵧ
被
爆
国
ᵧ
敗
戦
国
と
し
て
経
験
し
た
こ
と
を
ᵧ
よ
り
多
く
の
国
々
に
訴
え
る
こ
と
が
世
界
の
平
和
と
安

定
へ
と
つ
な
が
り
ᵧ
日
本
の
国
際
社
会
か
ら
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ᵾ
う
か
ᵨ
五
月
に
は
ᵧ

Ｇ
７
ᶝ
主
要
国
首
脳
会
議
ᶞ
が
広
島
の
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
ᵨ
戦
争
や
核
兵
器
が
人
類
に
と
ᵻ
て
何
ら
価
値
を
持
た
な

い
こ
と
を
ᵧ
こ
こ
広
島
か
ら
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
ᵨ 

令
和
五
年
度
は
ᵧ
新
た
に
二
名
の
利
用
者
を
迎
え
ᵧ
利
用
者
七
十
五
名
ᵧ
職
員
三
十
五
名
で
ス
タ
ᶌ
ト
し
ま
し
た
ᵨ

そ
し
て
ᵧ
い
よ
い
よ
十
月
中
に
新
施
設
が
完
成
し
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
る
予
定
で
す
ᵨ
新
施
設
で
は
利
用
者
工
賃

の
向
上
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
進
め
ᵧ
作
業
環
境
の
整
備
に
よ
り
多
様
な
ニ
ᶌ
ズ
を
受
け
止
め
ᵧ
新
た
な
作
業
へ
チ
ᶆ

レ
ン
ジ
す
る
機
会
を
保
障
し
ま
す
ᵨ
新
た
な
作
業
ᶝ
新
商
品
ᶞ
と
し
て
ᵧ
バ
ウ
ム
ク
ᶌ
ヘ
ン
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
ᵨ

ま
た
ᵧ
地
域
の
み
な
さ
ま
へ
の
お
披
露
目
を
兼
ね
て
年
内
に
催
し
を
企
画
す
る
予
定
で
す
ᵨ
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ᵧ
み

な
さ
ま
へ
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
ᵨ
ま
だ
ま
だ
社
会
情
勢
は
混
沌
と
し
た
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
ᵧ
地
域
福
祉
発
展
の
た

め
ᵧ
役
職
員
一
丸
と
な
ᵻ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
ᵨ
ど
う
か
ᵧ
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
ᵨ 

新

年

度

を

迎

え

て 

社会福祉法人あらくさ 

常務理事 

歌房哲也 
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〒７２９－４１０１ 広島県三次市甲奴町本郷１１５８４ 

生活介護事業所 あらくさ 

TEL ０８４７－６７－３４１０ FAX ０８４７－６７－３４３９ 

E-mail arakusa@f2.dion.ne.jp 

〒７２９－４１０１ 広島県三次市甲奴町本郷１2１5－１ 

就労継続支援B型事業所 夢工房ねむの木 

TEL ０８４７－６７－５０５１ FAX ０８４７－６７－２０８０ 

E-mail arakusa-nemunoki@r3.dion.ne.jp 

地域活動支援センター ふらっと 

TEL ０８４７－６７－５０５２ FAX ０８４７－６７－２０８０ 

E-mail arakusa-flat@r7.dion.ne.jp 

あらくさホームページ http://www.pionet.ne.jp/̂ arakusa 

 

 

新施設完成予想図 

 生活介護事業所 あらくさ 就労継続支援 B 型事業所 夢工房ねむの木 
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きょうされん第46次国会請願署名・募金活動 

安永 良さん 
（ねむの木） 

一般就労を目指して頑張っています。

パソコンが得意なのでパソコン関係の

仕事に就きたいです。 

去る 3 月 28 日（火）、三次市内のショッピングセンターで、利用者 4 名と職員 2 名で、街頭署名活動

を行いました。新型コロナウィルス感染が始まって以来の 4 年ぶりの取り組みということもあり、参加し

た利用者は、始めは戸惑いや緊張した表情で署名の内容を説明していました。次第に私たちの訴えを聞い

てくださる人が増えてくると、真剣な顔つきで力を入れて説明をしていました。 

中でも、障害者総合支援法の「応益負担制度」の廃止については、「作業所で働くことや、ヘルパー利用

など障害のある人にとって必要な支援に対して、費用負担制度はなくしてください。」と特に想いを込めて

説明し、自分たちの願いを伝えることができました。 

障害のある人が地域で安心して暮らせるために、障害者総 

合支援法の見直しなど法律・制度の改善は必要です。今回の 

街頭署名活動では、地域の方々に障害のある人の願いや想い 

を知っていただける良い機会だったと思います。誰もが安心 

して暮らせる社会をめざして、今後も続けたいと思います。 

（担当：越智） 

 

署名にご協力いただきありがとうございました。1,697 筆を集めることが
できました。ご協力いただいた署名は、５月 25 日に国会に届けます！ 

 コロナの影響もあって、今までのような街頭署名活動とは違い、大

変な面はありました。だけど、私たち自身が、もっとしっかりと署名

の内容を伝えていくことが大事だと改めて思いました。 遠藤貞子さん 

広瀬 正宗さん 
（りんどう班） 

三次から通所しています。み

んなと楽しく活動していきた

いです。よろしくお願いしま

山田 友亜さん 
（ウイング班） 

農作業が得意です。難しい作業もあき

らめず挑戦していきたいです。 

 今回の街頭署名活動で、地域の皆さんに障害のある人の生活につい

て知ってもらえることができたのではないかと思います。 

自分たちが発信していくことは大切だと思いますし、そうするこ

とで、福祉制度を良くすることになるのではないかと思います。 

～4年ぶりの街頭署名活動！！～ 
障害者福祉制度の改善を求めて・・・ 

参加した利用者からの感想・・・ 

原田啓吾さん 
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発達障害を考える 

（3） 

発達障害は、脳機能の発達に関係があるものだと言

われています。そのため予定や物事などを記憶する力

は人一倍あっても、他者の気持ちを察することは難し

いなど、得て不得手に大きな凸凹があります。そして

それは社会生活にも影響してしまうことが多くありま

す。その分類は、自閉スペクトラム症（ASD）や、注

意欠陥多動性障害（ADHD）などに分類されており、

複数の障害が合わさっている人もいます。（図１） 

文部科学省の調査では35人学級で約3人の割合で

在籍していることが分かりました。また、知的障害は

ないものの、行動面（多動性・衝動性）や学習面（書

く・読む・推論する）などで難しさがあり、発達障害

の可能生のある児童・生徒は、2012年に比べても増

えています。落ち着きがない、人の気持ちを考えるこ

とが難しいなどと、個人の特性というだけでは片付け

られなくなったのではないでしょうか。 

図１ 発達障害の主な分類と特性 

発達障害とは・・・？ 

周囲からの理解は何よりも大切・・・ 

 あらくさの利用者からは、「見た目とは違って実際には難しいことは沢山あり、そのことをなかなか理解してもらえな

いという悩みを抱えている。」と相談されました。本人や周囲の人が発達障害への理解が少ないと、社会に出て働き始る

とミスが目立つ、覚えが悪いなどのマイナスの評価を受けてしまい、人間関係にも支障が出てしまうこともあります。そ

のため意欲の減退や、人との関わりを持とうとしなくなり、うつ病やひきこもりなど二次的な問題を抱えてしまい、社会

から孤立してしまうというケースも多くあるようです。 

 周囲から発達障害に対しての理解が得られることや、生活がし易くなるように様々な配慮をされることは、社会から孤

立してしまわないようにするためにも重要だと言えます。私たちは障害のある人たちに関わる者として、悩みや生活のし

づらさだけでなく、願いや思いについても地域に発信していく必要があるのだと思います。 

天海正克さんは重い障害があり、これまで障害福祉サービスを利用して暮らしていました。しかし、65歳を機に千葉

市から介護保険優先原則により介護保険申請を促されましたが、引き続き障害福祉サービス（介護給付）の利用を希望し

ていたので、介護保険の要介護申請をしませんでした。そのため、千葉市は介護保険が利用できないだけでなく利用中の

障害福祉サービスの申請も却下し、福祉サービスの利用が出来なくなったため訴訟を起こしました。第一審の千葉地裁は

天海さんの訴えを退けました。その後、東京高裁の訴訟に踏み切り、 

去る3月24日、東京高裁は、千葉市が一方的に障害福祉サービス受

給申請を却下したことは違法だとし決定を取り消すように命じ逆転勝

訴しました。この判決は全国の障害関係者が強く励まされました。天

海さんのように、障害のある方は65歳を機に介護保険優先原則によ

り、強制的に介護保険へ移行されてしまいます。自らの意思で社会参

加を目的とした総合支援法の適用を受けてきたのに、65歳を機に目

的の異なる介護保険法に移行させられると、これまで利用していたサ

ービスが受けられない場合もあります 

障害のある人がどこに住み、どんな生活を送るかは障害者自身が決定

することです。今後も障害のある方々が年齢で区別されず安心して生活

ができる社会の実現を求めて運動を続けていきます。 

 

 
写真：きょうされんより提供 （担当：岡田） 

（担当：原田） 

【厚生労働省より引用】 



 

 2023 年 5月 10 日発行 No.121 号          あ  ら  く  さ                             （４） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「あらくさ仲間の会」総会を行いました 

落畑さとみ様、高橋信子様、棚多武司様、長川一明様、甲奴中学校生徒会様、原田禎彦様、 
真田マツ子様 曽根俊一様、藤井二美枝様 （順不同） 
 

新施設建設スタート！ 

いただいた食材は給食等に使わせていただきました。ありがとうございました。 
 

 

ボランティア 

（2023 年 2 月１日～２０２３年４月３０日ま

４月から本格的に新施設建設工事が始まり、建物の形が少し分

かるようになりました。その様子を見て、「新しい施設は楽し

み。良い建物ができるといいな。」と期待に胸を弾ませて会話す

る利用者の姿が増えてきました。 

新施設では、現在たんぽぽ班で行っている焼き菓子、パン製造

を移動させる予定です。そして新たにバウムクーヘン作りに取り

組みます。現在様々な取り組みについて検討を重ねています。 

10 月中旬の完成（予定）が今から楽しみで、待ち遠しいで

す。新施設建設をきっかけにして、改めて利用者にとってやりが

いのある仕事や高工賃の保障をめざし、日々の実践を大切にした

いと考えています。 

☆あらくさ夏祭り中止のお知らせ☆ 
令和5年度は、新施設建設中のため、あらくさ夏祭りを中止させていただきます。ご了承ください。 

☆職員募集！！☆ 
社会福祉法人あらくさでは、職員として、障害のある方と共に働き、暮らしを支えてくださる方を募集し

ています。詳細はお問い合わせください。事業所の見学もできます。 

●募集内容・・・常勤職員、非常勤職員 若干名        

●応募・お問い合わせ電話番号・・・ 社会福祉法人あらくさ：（0847）67-5051（担当：国岡） 

（担当：藤原） 

 去る４月２９日（土）に、あらくさ仲間の会（利用者自治会）総会

を行いました。新型コロナウィルス感染者数が少なくなったこともあ

り、今年度は一同に集まって行うことにしました。 

ここ数年は、分散して行っていたので、意見交換をすることは少な

くなっていました。久し振りに集まることができたので嬉しそうな表

情を見せる利用者も多くいました。 

今回の議長を務めた利用者からは、「初めてで緊張したけど、みんな

で意見が出し合えたことは良かったと思います。」と感想を口にしてい

ました。そして役員からは、「これからも仲間同志で協力し合っていき

たいと思います。」と1年間の意気込みを発表しました。 

より良いあらくさになるように、今後も役員を中心に自治会活動を

活発に行っていきたいと思います。 

大前みどり様、貞森裕子様 （順不同） 

近藤真次様、上落恵美子様、ケアハウス吉舎様、あらくさ家族会様 （順不同） 金一封のご寄付 

野菜・食品・物品等のご寄


